
2019 年度（第 22 回）  

北海道ブロック現場実習実践研究セミナー 

 実習指導者フォローアップ研修 

（キャリアパス助成対象事業） 

地域を基盤とした（個と地域の一体的支援・ネットワークの構築） 

ソーシャルワーク実習プログラムの作成を目指して 

―これから求められる社会福祉士像から考える― 

 

開催趣旨 

 

 皆さまは、社会福祉士養成カリキュラムの内容が変更され令和３年より大学等で新カリが導入され

ることをご存知ですか。 

 今後求められる社会福祉士像は、地域共生社会の実現に向けて求められる「複合化・複雑化した課

題を受け止める多機関の協働による包括的な相談支援体制」及び「地域住民等が主体的に地域課題を

把握して解決を試みる体制構築やその後の運営方針において中核的な役割」を担う。さらに、「権利擁

護・代弁・エンパワメント、支持・援助、仲介・調整・組織化、社会資源開発等のソーシャルワーク

機能」を発揮できる実践能力を身につけておく必要があると提言されております。 

 これらは、「ソーシャルワーク専門職である社会福祉士に求められる役割等について」（平成 30 年３

月 27 日 社会保障審議会福祉部会 福祉人材確保専門委員会）や「社会福祉士・精神保健福祉士養成

カリキュラム（案）」（令和元年 6 月 28 日 社会・援護局福祉基盤課 福祉人材確保対策室）等で示さ

れております。 

このような動向の中、高い実践力を保持する社会福祉士を養成するためのカリキュラムの要のとな

るのが相談援助（ソーシャルワーク）実習です。新カリにおいては、「ソーシャルワー実習」は 180 時

間から 240 時間になり、60 時間の拡充が規定されました。その条件として、「異なる機関・事業所の

2 カ所以上で行うこととし、1 つの機関・事業所において 180 時間以上の実習」を必須として、「支援

計画の作成、実施、評価といったソーシャルワークの一連の過程を網羅的に実践する」こと。また、

「実習機関・事業所と、複数の機関・事業所や地域との関連性を含めた、総合的かつ包括的な支援に

ついて実践的に学ぶ実習」とすること、と提言されました。 

18 歳人口の減少・福祉職離れが叫ばれている現状の中、実習を通して社会福祉士の魅力を伝え、高

い実践力を保持した社会福祉士養成を目的に、「社会福祉士は社会福祉士が養成する」をスロ―ガンに

連携・団結を深めること、さらに、これら一連の実践を通して社会福祉士に対する社会的認知が高ま

ることが期待されております。 

本研修は初めて旭川で開催します。札幌の開催では参加できない方々にも気軽に参加いただくこと

を期待している為です。 

以上を踏まえ、本セミナーの意義を確認させていただきます。 

・実習を中心とした社会福祉士養成カリキュラム（新カリ）の内容を理解します。 

・実践報告から新カリに対応した実習プログラム作成のヒントを得ます。 

・グループディスカッションを通して実習指導者同士の交流を促進します。 

・今後の実習指導の課題・目指すべき方向性について内容を共有化します。 

 

企画運営者・報告者・参加者の連携を深め、魅力あるセミナーになることを期待しております。 

 



【主   催】 公益社団法人北海道社会福祉士会 

 

【日   時】 ２０１９年１２月７日（土）１０：００～１６:３０※９：３０受付開始 

 

【会   場】 旭川勤労者福祉会館 中会議室 

（旭川市 6 条通 4 丁目 ℡0166-23-5577） 

 

【対   象】 社会福祉士実習指導者講習会を修了認定された方、相談援助実習を指導

担当されている方及び今後予定されている方、養成校教員。 

 

【参加定員】 ５０名（先着順） 

             ※セミナープログラムについて終日参加可能な方に限ります。 

 

【申込方法】 受講料は前払いとなります。「第２２回現場実習実践研修セミナー申込 

書」に必要事項記入の上、払込票控えを申込書に添付し、事務局まで 

ＦＡＸまたは郵送にてお申込み下さい。 

 

【参 加 費】 会員：２，０００円  非会員：３，０００円 

             交流・情報交換会費：３，５００円（参加希望者のみ） 

        ※交流・情報交換会に参加希望される方は参加費と合わせてお振込み

ください。 

 

【振 込 先】 ・ 郵便振替口座  ０２７２０－３－６４７１１ 

・ 名    義  公益社団法人北海道社会福祉士会 

※振込用紙は郵便局に備え付けの「青色 振込取扱票」（振込手数料各

自負担）をご使用ください。 

 

他金融機関からの振込用口座 

       ・ゆうちょ銀行 二七九（ニナナキユウ）店（279）当座００６４７１１ 

       ・名    義 公益社団法人北海道社会福祉士会 

 

※通信欄に「実習指導者フォローアップ研修」とお書きください。 

 

【締め切り】 ２０１９年１１月２２日（金） 

 

【お問合せ先】公益社団法人北海道社会福祉士会事務局（月～金 9:30～16:30） 

〒060-0002 札幌市中央区北 2 条西 7 丁目 かでる 2.7 4 階 

TEL 011-213-1313   FAX 011-213-1314  

 E-mail：info@hokkaido-csw.or.jp 

 

 

          北海道社会福祉士会ではＬＩＮＥ＠を活用して情報を配信しております。 

          ぜひご登録ください！ 

登録は左のＱＲコードからどうぞ。 

 



セミナープログラム 

 

総合司会・進行：長濱 章雄（希望学園） 

9:30  受付開始 

 

10:00 開会挨拶  神内 秀之介（北海道社会福祉士会会長） 

 

10:05 報告：「社会福祉士養成課程の見直しについてのポイント 

―相談援助（ソーシャルワーク）実習を中心として―」 

越石 全（西野学園） 

 

11:00 実践報告 「新カリに対応した実習プログラム（案）報告」 

       

① 間所 美幸  名寄市地域包括支援センター 主任 

 

② 伊藤 久代  社会福祉法人しべつ福祉会ワークセンターきずな 主任 

 

③ 山田 純一  医療法人社団 はらだ病院地域医療連携室・患者相談室 室長  

 

                      司会：丸山 正三（藤女子大学） 

コメンテーター：越石 全（西野学園） 

 

12:30 昼食休憩 

 

 

13:30 実践報告に対する質疑及び実践報告を受けてのグループによるフリートーク 

 司会：丸山 正三（藤女子大学） 

 

15:00 全体討議                  司会：丸山 正三（藤女子大学） 

 

 

16:00 総  括  越石 全（西野学園） 

 

 

16:30 閉会挨拶  今井 敦（北海道社会福祉士会理事）                  

 

  

セミナー終了        

 

※17:30 情報交換会開始  



北海道社会福祉士会事務局あて（ＦＡＸ：０１１－２１３－１３１４） 

第 22 回現場実習実践研究セミナー申込書 

氏 名 
 

 
連絡先 

自宅 ・ 職場 

（○をつけてください） 

住 所 

〒    ― 

電 話      ―    ― FAX      ―     ― 

職 場 

 

 

 

・会員（会員番号         ） 

・非会員 

（○をつけてください） 

交流会の参加

について 

セミナー会場周辺で終了後より交流会を予定していま

す。 

実習指導者同志の貴重な交流の機会として、多くの方々

が参加者されることを希望しています。 

参加される方は、右欄の参加希望に○をつけてください。 

交流会費は 3,500 円です。 

参加希望 

 

【記入上のお願い】 

・受講票の送付先については、郵便が確実に届くよう、地番、建物名や号室等までご記入ください。 

 

 受領証貼り付け欄  

郵便振替払込金受領証のコピーを貼り付けてください。 

 北海道社会福祉士会 

記入欄 

受付番号 

入金確認 

入力確認 

※ご記入いただきました内容につきましては研修のみに利用させていただきます。 

 

お問合せ先 公益社団法人 北海道社会福祉士会事務局（月曜日～金曜日 9:30～16:30） 

〒060-0002 札幌市中央区北 2 条西 7 丁目 かでる 2.7 4 階 

TEL 011-213-1313   FAX 011-213-1314  E-mail：info@hokkaido-csw.or.jp 

 


